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︵
願
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︶
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い
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来
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
︒観

世
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陀
洛
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江
省
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っ
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れ
ま
す
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観
音
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衆
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楽
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慈
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さ
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が
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音
慈
悲
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も
の
と
言
っ
て
よ
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し
ょ
う
︒
い
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み
︑
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よ
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私
た
ち
の
願
い
や
思
い
は
常
に

念
じ
る
こ
と
︑
観
世
音
を
思

う
︑
こ
の
方
が
強
く
た
の
も
し

い
も
の
で
あ
り
ま
す
︒
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✿主な年中行事✿

�月�日〜�日 大般若転読修正会

�月�日 星祭節分会

�月16日 えんま天供

�月第�日曜日 梅まつり

	月第�日曜日 無縁経大会式

�月�日 子どもまつり

�月15日 青葉まつり

�月�日 星下り大会式

旧10月亥の日 亥の子地蔵まつり

10月15日〜11月30日 七五三まいり

ご本尊の十一面観世音菩薩は毎月18日に

開扉され、安産・求子の観音さまとして信

仰を集めています。長く子宝に恵まれな

かった関白 豊臣秀吉公も祈願を行い、秀

頼公を授かりました。現在の伽藍は秀頼公

が感謝の意を込めて再建した桃山時代の仏

堂建築群です。戌の日には安産祈禱会が行

なわれ、全国各地から訪れる参拝者で賑わっ

ています。

〒665-8588 兵庫県宝塚市中山寺�丁目11−�

TEL 0797-87-0024 http://www.nakayamadera.or.jp

納経時間 午前�時〜午後�時

いく度となく、野山や村里を越えて、はるばると中山の御寺にお参りさせていただ

きました。世の人たちが最後にたどり着きたいと願うことは、観音さまの御手に救わ

れて、西国浄土に赴くことです。

御本尊／十一面観世音菩薩 開基／聖徳太子

のをもすぎ さとをもゆきて なかやまの

てらへまいるは のちのよのため
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西国霊場にご参拝の時は納経帳や白衣を忘れずにご持参ください。�回目以降はご参拝の印として重ねて納経印をいただきましょう。
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西国第二十四番 紫雲山中山寺
なか や ま で ら

(中山観音) 真言宗中山寺派大本山


